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︿
質
問
﹀　

中
泊
町
に
も
、
子
ど
も

が
気
軽
に
乗
っ
て
町
の
あ
ち
こ
ち

に
出
か
け
ら
れ
る
公
共
の
乗
り
物

が
あ
れ
ば
と
考
え
ま
し
た
。
五
所

川
原
市
街
地
を
走
っ
て
い
る
100
円

バ
ス
の
よ
う
に
、
町
内
の
主
な
場

所
を
100
円
で
移
動
で
き
る
バ
ス
が

あ
れ
ば
、
利
用
し
た
い
と
思
う
人

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

︿
答
弁
﹀
小
野
町
長

　

町
の
「
地
域
連
絡
バ
ス
」
は
、

料
金
が
一
乗
車
㆓₀₀
円
で
、
小
学
生

以
下
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
運
行
方
法
で
は
、
土
日
、

祝
祭
日
は
運
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

で
す
の
で
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

に
運
行
し
て
い
る
う
ち
の
１
日
を

土
曜
日
に
運
行
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
か
、
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

運
動
公
園
に
つ
い
て
い

く
つ
か
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
の
時
な
ど
は
ト
イ
レ
が
混
ん

で
い
る
の
で
、
ト
イ
レ
の
数
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
競
技

場
の
ト
ラ
ッ
ク
に
も
時
計
を
お
い

て
は
ど
う
か
。
運
動
公
園
を
更
に

整
備
す
る
こ
と
で
、
そ
の
良
さ
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

︿
答
弁
﹀
加
藤
教
育
長

　

ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

一
度
調
べ
て
使
え
な
い
物
は
１
つ

で
も
多
く
使
え
る
よ
う
に
直
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
時
計
に

つ
き
ま
し
て
は
、
管
理
棟
の
高
い

所
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
は
見
え
に
く
い
の
で
、

移
設
か
新
し
い
時
計
の
設
置
を
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
よ
り
も

便
利
に
使
え
る
運
動
公
園
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

わ
ん
ぱ
く
広
場
の
遊
具

が
古
く
さ
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、

公
園
に
遊
具
が
な
く
、
あ
ま
り
遊

べ
な
い
状
態
で
す
。
使
わ
れ
て
い

な
い
幼
稚
園
の
土
地
や
遊
具
を
活

用
し
て
休
憩
所
や
広
場
に
し
た
り
、

わ
ん
ぱ
く
広
場
の
遊
具
を
設
置
・

整
備
し
て
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
楽
し
め
る
広
場
に
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

︿
答
弁
﹀
小
野
町
長

　

わ
ん
ぱ
く
広
場
に
つ
き
ま
し
て

は
、
滑
り
台
、
鉄
棒
の
２
点
を
設

置
い
た
し
ま
す
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
、
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
幼
稚

園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
の
持
ち

物
で
な
い
た
め
、
管
理
面
や
安
全

面
を
考
え
ま
す
と
活
用
は
な
か
な

か
難
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
楽
し
め
る
場
の
整
備
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

中
泊
町
に
は
、
た
く
さ

ん
の
特
産
物
が
あ
る
。
メ
バ
ル
膳

の
よ
う
な
町
の
名
物
を
も
っ
と
売

り
出
し
て
は
ど
う
か
。
中
里
小
６

年
生
が
考
え
た
メ
ニ
ュ
ー
で
コ
ン

テ
ス
ト
を
開
く
こ
と
で
、
町
の
知

名
度
を
あ
げ
、
観
光
客
を
集
め
る

こ
と
や
、
産
業
発
展
に
も
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
。

︿
答
弁
﹀
小
野
町
長

　

夢
の
あ
る
ア
イ
デ
ィ
ア
で
あ
り

感
謝
し
ま
す
。
農
・
水
産
物
を
利

用
し
た
も
の
と
し
て
は
、
現
在
、

試
作
中
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ト
マ

ト
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
ゼ
リ
ー
の
販

売
を
来
年
度
中
に
、
ほ
か
に
町
の

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
形
を

し
た
ク
ッ
キ
ー
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

や
地
元
特
産
物
を
使
っ
た
干
し
も

ち
も
検
討
中
で
す
。
こ
れ
ら
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
町
の
活
性
化
に

繋
が
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

小
泊
地
区
で
、
学
校
以

外
で
本
を
借
り
ら
れ
る
場
所
は
、

日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室

で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
向
け
の

本
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
読

書
量
が
増
え
、
知
識
も
心
も
豊
か

に
な
る
こ
と
は
、
町
を
よ
り
よ
く

す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
よ

っ
て
、
漁
火
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室

の
本
の
充
実
を
要
望
し
ま
す
。

︿
答
弁
﹀
加
藤
教
育
長

　

私
も
図
書
室
の
本
は
大
人
向
け

の
も
の
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。
購
入
で
き
る
本
も
限
り
が
あ

る
の
で
、
県
立
図
書
館
か
ら
本
を

借
り
、
図
書
館
や
図
書
室
に
置
い

て
い
ま
す
。
図
書
室
の
本
を
増
や

す
こ
と
や
入
れ
替
え
る
こ
と
を
考

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
簡
単
に

パ
ル
ナ
ス
の
図
書
館
に
来
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
方
法
を
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

不
審
者
情
報
や
子
ど
も

た
ち
が
被
害
に
あ
う
事
件
が
報
道

さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
僕
が
提

案
し
た
い
事
は
、
防
犯
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
と
子
ど
も
1
1
0
番
の
家
を

増
や
す
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
ら
の

こ
と
に
取
り
組
み
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指

し
て
は
い
か
が
か
。

︿
答
弁
﹀小
野
町
長
・
加
藤
教
育
長

　

街
灯
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
通
学
で
き
、
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
設
置
箇
所

や
価
格
面
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
１

０
番
の
家
に
つ
い
て
は
、
警
察
署

の
防
犯
係
が
担
当
で
し
た
が
、
今

は
よ
く
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま

す
。
青
少
年
問
題
協
議
会
な
ど
と

相
談
し
て
増
や
せ
る
と
こ
ろ
は
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

︿
質
問
﹀　

学
校
の
環
境
に
つ
い
て

お
願
い
し
た
い
事
が
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、
体
育
館
へ
の
暖
房
の

設
置
で
す
。
冬
は
０
度
以
下
に
な

り
体
育
の
授
業
は
と
て
も
寒
い
で

す
。
２
つ
目
は
、
学
校
周
辺
の
道

路
の
除
雪
で
す
。
登
下
校
の
安
全

の
た
め
に
も
除
排
雪
の
回
数
を
増

や
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

︿
答
弁
﹀小
野
町
長
・
加
藤
教
育
長

　

除
雪
に
つ
き
ま
し
て
は
、
武
田

小
学
校
前
の
道
路
は
県
が
除
排
雪

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
回
数
や
道

路
幅
の
確
保
な
ど
を
県
に
お
願
い

し
て
参
り
ま
す
。
体
育
館
の
暖
房

に
つ
き
ま
し
て
は
、
経
費
が
か
か

る
の
で
す
ぐ
に
は
で
き
ま
せ
ん
が

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
移
動
式
の
ス
ト
ー
ブ
を

増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

︿
質
問
﹀　

新
幹
線
が
函
館
ま
で
通

る
の
で
、
い
ま
べ
つ
駅
で
中
泊
町

を
P
R
し
て
は
ど
う
か
。
訪
れ
た

人
が
中
泊
町
に
住
ん
で
く
れ
る
よ

う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま

た
、
小
泊
地
区
ま
で
電
車
を
走
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
の
人
々
の
生
活
も
よ
く
な
る
と

思
う
。

︿
答
弁
﹀
小
野
町
長

　

町
で
は
職
員
が
、
い
ま
べ
つ
駅

開
業
時
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
町
の
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
記
念
品
な
ど
の
配
布
、
特

産
物
な
ど
を
P
R
す
る
ほ
か
、
駅

ナ
カ
に
ぎ
わ
い
空
間
で
の
開
業
記

念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
電
車
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ロ
マ
ン
の
あ
る
ア
イ
デ
ィ

ア
で
す
が
、
多
額
の
費
用
が
か
か

る
こ
と
か
ら
大
変
厳
し
い
こ
と
を

ご
理
解
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

開
催
４
回
目
と
な
る
子
ど
も

議
会
。
子
ど
も
た
ち
の
斬
新
な

ア
イ
デ
ィ
ア
を
町
政
に
反
映
さ

せ
よ
う
と
今
年
も
、
２
月
５
日

㈮
役
場
議
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
初
の
全
小
学
校
が
参
加

と
な
り
、
児
童
８
人
が
、
町
議

会
議
長
や
議
員
の
見
守
る
中
、

子
ど
も
議
員
と
し
て
町
長
や
教

育
長
と
議
論
し
ま
し
た
。

　

議
会
が
始
ま
り
、
小
野
町
長

が
「
今
年
も
み
な
さ
ん
か
ら
の

貴
重
な
意
見
や
斬
新
な
ア
イ
デ

ィ
ア
が
、
町
政
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
、
議
論
を
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
員
８
人
が
順
に
質

問
者
席
に
立
ち
、
パ
ネ
ル
を
使

う
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
、

町
長
・
教
育
長
に
質
問
を
ぶ
つ

け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
加
藤
教
育
長
が
「
み

な
さ
ん
は
よ
く
調
べ
て
・
よ
く

考
え
て
提
案
・
提
言
し
て
い
る
。

今
日
は
町
議
会
議
員
も
傍
聴
し
、

参
考
に
な
っ
た
と
思
う
。
素
晴

ら
し
い
機
会
で
あ
っ
た
。
後
輩

た
ち
に
も
伝
え
て
欲
し
い
」
と

講
評
し
ま
し
た
。

初の全校参加
　　斬新なアイディアが

平成27年度中泊町子ども議会 平成27年度中泊町子ども議会

町
内
を
気
軽
に
移
動
で
き
る

１００
円
バ
ス
を
運
行
し
て
ほ
し
い

運
動
公
園
の
整
備
に
つ
い

て

わ
ん
ぱ
く
広
場
の
遊
具
の
整

備
と
幼
稚
園
の
遊
具
の
活
用

町
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

日
本
海
漁
火
セ
ン
タ
ー
の

図
書
室
の
本
の
充
実

防
犯
設
備
を
整
え
て
ほ
し

い

学
校
環
境
を
整
え
て
ほ
し
い

（
体
育
館
ス
ト
ー
ブ
、除
雪
）

観
光
客
が
た
く
さ
ん
く
る

活
気
あ
る
町
に
し
て
ほ
し
い

木村　萌瑠　議員
（小泊小６年）

松橋　宥佳　議員
（中里小６年）

鈴木　雄満　議員
（中里小６年）

三上　虎丸　議員
（中里小６年）

久保田　美空　議員
（小泊小６年）

鈴木　朱李　議員
（武田小６年）

佐藤　詩恩　議員
（武田小６年）

秋元　菜月　議員
（薄市小６年）

山田晃雅議長
（小泊小６年）

川浪稜生議長
（薄市小６年）

木元翔太議長
（武田小６年）

田中亜依議長
（中里小６年）子ども議会

特 集

※４人が交代で議長を務めました。
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町
の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
功
績
の
あ
っ

た
人
や
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人
・
団

体
に
贈
ら
れ
る
教
育
委
員
会
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
授
与
式
が
、
２
月
21
日
㈰
パ
ル
ナ

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
表
彰
状
や
記
念
メ
ダ
ル
な
ど

の
授
与
、
主
催
者
や
来
賓
の
挨
拶
が
行
わ

れ
、
受
賞
者
の
活
躍
を
讃
え
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
、
私
立
五
所
川
原

商
業
高
校
３
年
・
青
山
ほ
の
か
さ
ん
が

「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
大
変
名
誉
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
の
文
化
ス
ポ
ー
ツ
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
こ
の
受
賞
を

励
み
に
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て
精
進
し

た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

☆�

受
賞
者（
カ
ッ
コ
内
は
所
属
・
学
校
・
学

年
。
敬
称
略
）

■
教
育
文
化
賞

【
文
化
功
労
賞
】

な
に
も
さ
さ
保
存
会（
代
表
・
坂
田
久
仁

彦
）／
宮
川
獅
子
舞
保
存
会（
会
長
・
古
川

環
）／
中
里
横
笛
愛
好
会（
会
長
・
工
藤
強

志
）／
小
泊
権
現
太
鼓
保
存
会（
代
表
・
阿

部
弘
喜
）／
下
前
権
現
太
刀
振
り
保
存
会

（
代
表
・
角
田
廣
）／
小
泊
網
お
こ
し
は
や

し
保
存
会（
代
表
・
柳
澤
良
知
）

【
少
年
文
化
奨
励
賞
】

書
道
…
菅
原
有
紗（
武
田
小
２
年
）／
絵
画

…
佐
藤
魁
人（
武
田
小
１
年
）・
新
岡
晃
成

（
中
里
中
３
年
）／
音
楽
…
竹
内
花
子（
五

一
高
１
年
）・
佐
藤
星
恩（
五
一
高
１
年
）・

山
中
唯
華（
五
一
高
１
年
）・
鈴
木
玲
緒（
五

一
高
１
年
）・
中
谷
鈴
奈（
五
一
高
１
年
）・

敦
賀
楓
恋（
五
一
高
１
年
）・
越
野
莉
音（
五

一
高
１
年
）・
古
川
真
衣（
五
一
高
２
年
）・

戸
来
裕
紀（
五
一
高
３
年
）／
芸
能
…
葛
西

大
河（
五
一
高
２
年
）・
今
陽
那
登（
五
一

高
２
年
）／
ロ
ボ
ッ
ト
…
磯
野
海
吏（
小
泊

中
２
年
）

■
ス
ポ
ー
ツ
賞

【
指
導
者
賞
】

　

相
馬
誠（
中
泊
町
体
育
協
会
・ス
キ
ー
部
）

【
団
体
賞
】

造
高
１
年
）・
佐
々
木
大
空（
木
造
高
２

年
）・
古
川
真
人（
木
造
高
３
年
）・
成
田

誠
人（
金
木
高
市
浦
分
校
１
年
）・
三
上
慎

司（
体
協
陸
上
部
）・
川
浪
貴
久（
体
協
陸

上
部
）・
白
塚
勇
人（
体
協
陸
上
部
）・
田

中
礼
一（
体
協
陸
上
部
）・
野
上
千
春（
体

協
陸
上
部
）・
成
田
利
紀（
体
協
陸
上
部
）・

鈴
木
功
也（
体
協
陸
上
部
）・
鈴
木
悠
太（
体

協
陸
上
部
）・
成
田
光（
体
協
陸
上
部
）・

長
谷
川
実
里（
体
協
陸
上
部
）・
今
亜
利
沙

（
体
協
陸
上
部
）・
佐
々
木
香（
体
協
陸
上

部
）・
坂
本
千
恵
美（
体
協
陸
上
部
）／
テ

ニ
ス
…
奈
良
英
憲（
体
協
テ
ニ
ス
部
）／
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
…
工
藤
莉
子（
五
商
高
３
年
）・

長
利
美
穂（
五
商
高
３
年
）・
小
山
内
実
来

（
五
商
高
３
年
）・
長
利
美
里（
五
商
高
３

年
）・
青
山
ほ
の
か（
五
商
高
３
年
）・
田

中
大
夢（
弘
実
高
２
年
）・
葛
西
萌
瑚（
弘

実
高
２
年
）・
中
村
唯（
中
里
中
３
年
）・

岩
田
菜
月（
中
里
中
３
年
）・
珍
田
未
来（
中

里
中
３
年
）・
木
村
真
琳（
中
里
中
３
年
）・

木
村
吏
玖（
中
里
中
３
年
）／
水
泳
…
小
山

内
元
気（
中
里
中
２
年
）／
柔
道
…
奈
良
翔

太（
弘
実
高
３
年
）・
野
上
凜
音（
弘
実
高

２
年
）・
野
上
莉
来
奈（
中
里
中
１
年
）・

今
楓
香（
中
里
中
２
年
）／
相
撲
…
成
田
花

道（
中
里
中
２
年
）・
神
歩
武（
中
里
中
２

年
）／
野
球
…
越
野
進
一（
つ
が
る
市
野
球

協
会
）／
少
林
寺
拳
法
…
佐
藤
正
星（
五
一

高
３
年
）・
石
沢
千
帆（
五
一
高
３
年
）／

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
…
古
川
誠
也（
体

協
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
部
）

町
体
育
協
会
陸
上
競
技
部
・
町
体
育
協
会

相
撲
部
・
中
里
中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
・
武
田
小
学
校
武
田
ク
ラ
ブ

【
努
力
賞
】

陸
上
…
松
谷
温
翔（
中
里
小
５
年
）・
小
野

倖
太
朗（
中
里
小
５
年
）・
北
島
優
汰（
小

泊
小
５
年
）・
米
塚
孔
喜（
中
里
小
６
年
）・

佐
野
凱
春（
中
里
小
６
年
）／
柔
道
…
佐
井

川
友
也（
武
田
小
２
年
）・
佐
藤
優
成（
武

田
小
２
年
）・
片
山
謙
心（
武
田
小
３
年
）・

田
中
永
喜（
武
田
小
４
年
）／
相
撲
…
成
田

力
道（
薄
市
小
５
年
）／
野
球
…
三
上
拓
斗

（
武
田
小
６
年
）・
鈴
木
朱
李（
武
田
小
６

年
）・
佐
藤
顕
立（
武
田
小
６
年
）・
木
元

翔
太（
武
田
小
６
年
）・
前
田
陸
夢（
武
田

小
６
年
）・
川
島
天
心（
中
里
小
６
年
）・

中
道
優
磨（
薄
市
小
６
年
）

【
奨
励
賞
】

陸
上
…
佐
藤
風
雅（
中
里
中
１
年
）・
中
村

真
実（
中
里
中
１
年
）・
恩
田
り
く（
中
里

中
１
年
）・
鈴
木
陽
翔（
中
里
中
１
年
）・

藤
﨑
琴
梨（
中
里
中
１
年
）・
下
山
誉
人（
木

大人気のすべり台 2016
なかどまり冬まつり

　４回目の開催となった冬のイベント
「なかどまり冬まつり」が、１月30日
㈯農産加工販売施設ピュアで行われ、
500人が来場しました。
　オープニングは応援に駆け付けた当町
イメージキャラクターの米ケル・イカり
ん・米ケルJr.のダンスとお馴染みこど
も園児童によるお遊戯が披露され盛り上
がりました。
　会場では、すべり台や馬そり、かき氷
早食い選手権などのイベントや振る舞い
が行われ、中でもすべり台は、大人気で
した。子どもたちは「すべり台が楽しい。
もう１回すべりたい」と楽しそうに話し、
冬まつりが終わるまで歓声が響いていま
した。
　また、今年は活性化施設内でフリーマ
ーケットも同時開催され、高齢者のみな
さんの参加もみられました。

　学童スキー・スノーフェスティバルが、２
月11日㈭宮野沢スキー場で行われました。
大会は、幼児（そり）、小学生（回転、そり、
フラッグ、ばんば、綱引き）、に分かれ41人
が参加しました。結果は次のとおりです。（※
優勝者のみの掲載、一般は省略）
■回転競技…男子　新谷唯斗（中里小２年）、
小鹿翔平（中里小３年）、外﨑隼矢（中里小４
年）、坂田陽（中里小５年）／女子　加藤心春
（中里小２年）、古川郁子（中里小３年）、中畑
里穂（中里小４年）、古川萌子（中里小５年）、
中畑柚乃（中里小６年）
■そり…男子　低学年　中村輔孔（薄市小２
年）／中学年　加藤春（中里小４年）／高学年
　坂田陽／女子　幼児　外﨑澪／低学年　荒
関いちは（中里小２年）／中学年　古川郁子／
高学年　古川萌子
■雪上フラッグ…男子　低学年　平山幸音
（薄市小２年）／中学年　鎌田朝陽（中里小４
年）／高学年　奈良佳輝（中里小５年）／女子
　低学年　加藤心春／中学年　三上音羽（中
里小４年）／高学年　小野美羽（中里小５年）

雪
上
の
熱
き
勝
負

学
童
ス
キ
ー
大
会
・
ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

謝辞を述べる青山ほのかさん

10団体、個人79人が受賞 平成27年度
町教育文化賞・スポーツ賞授与式
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町
の
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
な
か
ど
ま

り
イ
ガ
米
～
き
て
け
フ
ェ
ア
が
２
月
６
日
㈯

～
２
月
７
日
㈰
青
森
県
観
光
物
産
館
「
ア
ス

パ
ム
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
の
業
者
な
ど
が
参

加
し
、
海
産
物
、
野
菜
、
加
工
品
を
販
売
す

る
ブ
ー
ス
を
屋
内
外
に
設
置
し
て
、
青
森
市

民
や
観
光
客
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
町
の
特

産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
あ
い
に
く
雪
が
降
る
天
気
と
な
り

ま
し
た
が
、
昨
年
同
様
多
く
の
来
場
者
が
訪

れ
、
町
の
特
産
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
22
日
㈪
、
津
軽
中
里
駅
の
駅
ナ
カ
に

ぎ
わ
い
空
間
で
冬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
応
援
に
か
け
つ
け
た
当
町
イ
メ

ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ
カ
り
ん
・
米
ケ
ル

Jr.
と
津
軽
鉄
道
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

つ
て
っ
ち
ー
が
登
場
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

次
に
、
起
き
て
夢
見
る
会
会
長
の
夏
原
謙

二
さ
ん
が
、
過
去
の
実
体
験
や
冗
談
な
ど
を

交
え
て
津
軽
鉄
道
の
必
要
性
を
訴
え
る
と
、

会
場
か
ら
は
笑
い
声
や
賛
同
の
声
が
聞
こ
え

ま
し
た
。

　

ま
た
、
け
の
汁
の
振
る
舞
い
に
は
、
来
場

者
の
ほ
か
に
も
鉄
道
に
乗
っ
て
き
た
外
国
人

な
ど
大
勢
の
人
が
列
を
つ
く
り
ま
し
た
。
食

べ
た
人
は
「
お
い
し
い
」
と
話
し
、
中
に
は

お
か
わ
り
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
津
軽
鉄
道
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ

ブ（
会
長
・
高
瀬
英
人
）に
よ
る
津
鉄
と
地
域

の
現
状
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
、
今
何
が

必
要
な
の
か
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
高
瀬
会
長
が
毎
月
22
日
を
「
津
鉄

の
日
」
と
制
定
す
る
と
宣
言
、「
毎
月
22
日

は
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
。
津
軽
鉄
道
を
中

心
に
地
域
で
連
携
し
盛
り
上
げ
、
鉄
道
や
地

域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
べ
え
子
ち
ゃ
ん
が
健
康
ダ
ン
ス

を
披
露
、
新
作
や
イ
カ
り
ん
・
米
ケ
ル
Jr.
と

一
緒
に
踊
っ
た
り
と
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
は
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
当
町
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
米
ケ
ル
、
イ
カ
り

ん
、
米
ケ
ル
Jr.
が
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
会
場

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ッ
プ
や
ヤ
リ
イ
カ
釣
り
、
い
か

め
し
早
食
い
競
争
な
ど
を
開
催
し
た
り
、
活

ダ
コ
の
展
示
で
は
、
家
族
連
れ
な
ど
が
実
際

に
大
き
い
タ
コ
に
さ
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
楽

し
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
ア
ス
パ
ム
の
冬
ま
つ
り
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
盛
り
上

が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　

首
都
圏
に
在
住
す
る
町
出
身

者
で
作
ら
れ
て
い
る
「
津
軽
・

東
京
吹
雪
の
会
」
の
総
会
・
懇

親
会
が
、
２
月
13
日
㈯
上
野
精

養
軒
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
約
70
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

毎
年
２
月
中
旬
の
土
曜
日
に

行
わ
れ
る
総
会
で
す
が
、
今
年

は
天
気
に
恵
ま
れ
快
晴
と
な
り

ま
し
た
。

　

開
会
で
長
利
秋
由
会
長（
芦

野
出
身
）が
「
た
く
さ
ん
の
人

に
出
席
し
て
い
た
だ
い
て
う
れ

し
い
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
秋
元
副
町
長
、
兵

庫
町
議
会
議
長
が
参
加
し
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
も
ス
ペ
シ
ャ
ル

ゲ
ス
ト
と
し
て
、
宝
富
士
関
と

阿
武
咲
関
が
参
加
し
、
来
場
所

の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

　

懇
談
で
は
、
両
関
取
が
テ
ー

ブ
ル
を
周
っ
て
会
員
た
ち
と
交

流
、
Ｐ
Ｒ
用
特
産
品
が
あ
た
る

抽
選
会
な
ど
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　商品開発や街づくりのアドバイザー・岸川政之氏が２月８日㈪、９日㈫に
管内中学校、中里高等学校、町おこし団体を対象に町内４か所で講演会を行
いました。
　中学校で行われた講演会では自らが手掛けた、高校生が運営・調理する高
校生レストランを紹介し、「今は夢がなくとも、行動が糧となり夢につながる」
と話しました。

　生徒たちは真剣な表情で講演を聞き、
気になったことなどを質問していまし
た。
　講演を聞いた生徒たちは「自分の夢
について考え直してみようと思った」
「中泊町が好きなので、町をよくする
ために何ができるのか考えたい」と話
していました。

今年も宝富士関と阿武咲関が出席

地域を考えるきっかけに

町出身者の会「津軽・東京吹雪の会」

岸川政之氏講演会

毎月22日は「津鉄の日」制定
駅ナカ冬まつり開催 町

特
産
品
を
P
R
販
売

な
か
ど
ま
り
イ
ガ
米べ

え
～
き
て
け
フ
ェ
ア

野菜や加工品を販売

巨大活ダコに興味津々振る舞いに大行列

べえ子ちゃんとコラボ

真剣な表情で聞く生徒たち

岸川政之氏
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■入会のご案内
　�町に居住する原則60歳以上の健康で働く意欲のある人
　※シルバー事業は就業や収入を保障するものではありません。
■お仕事の依頼
　�シルバー人材センターは仕事の内容や発注者のご要望を考慮のうえ、「請負・委任事業」、
「労働者派遣事業」、「有料職業紹介事業」の中から最善の形態を選定し、ご提案します。
　高齢者に適したお仕事を承ります。まずはお問い合わせを！
　※お仕事によっては、必ずしもご依頼を受けられるとは限りません。

シルバー世代の生きがいをサポート　社会参加を支援します
公 益 社
団 法 人中泊町シルバー人材センター

公益社団法人 中泊町シルバー人材センター　☎ 57－2161

◆会員の入会、お仕事の依頼に関するお問い合わせ先◆
　〒037－0305 中泊町大字中里字宝森１番地２（中泊町老人福祉センター内）

まちの話題 Topicsまちの話題Topics

第２次中泊町長期総合計画、中泊町人口ビジョン及び中泊町まち・
ひと・しごと創生総合戦略の策定に係る諮問機関である「中泊

町総合計画審議会・中泊町総合戦略審議会（全15名の委員）」を代表し、
野上祐一会長が2月17日㈬、小野町長を訪問し、同審議会で話し合わ
れた計画案について答申しました。
　野上会長は、「総合計画は、社会情勢や財政状況を踏まえた行政運
営をして欲しい。人口ビジョン・総合戦略は、進捗状況や評価、検証
と結果を重視した取組を推進していくことを期待する」と述べました。
　答申を受けて小野町長は「審議会のご意見を参考に今後とも計画を推進していきたい」と伝えました。

冬の運動不足の解消や交流を目的にビーチボールを使っ
たバレー大会が２月７日㈰小泊小学校体育館で行われ

ました。大会には、14チーム60人が参加。予選リーグ決勝
トーナメントで争いました。中学生チームも参加し一般チ
ームに挑戦しました。参加した選手は「運動不足解消に来
たが、思いのほか熱くなってしまった。悔しいので、来年
は練習して優勝したい」と話していました。
■大会結果…１位 アタック№２ ／ ２位 アタック№４ ／ ３位 中泊町活ハマクラブ

子どもたちの成長を見てもらおうとこども園こどまり
では、２月20日㈯に第１回作品展・合奏発表会が行

われました。保護者ら約100人が見守る中、５、６歳児の
子どもたちは緊張した面持ちで登場。演奏が始まると一生
懸命演奏する姿に涙がこぼれる保護者もいました。
　演奏が終了すると、会場には大きな拍手が響く中アンコ
ールの声があがりました。演奏を終えた子どもたちは「緊

張した。でも上手くできて嬉しかった」と笑顔で話していました。

法政大学の学生たち20人が、奥津軽地域の各所を２月
18日㈭～21日㈰まで訪れ、地方の現状や地域づくり

などを学びました。３日目の20日㈯は、当町で冬のアス
パラを収穫後、ふれあいセンターに移動し、津軽鉄道の現
状や課題についての講演を聞きました。
　ワークショップでは、小学校３年生を対象に津軽鉄道を
利用してもらう方法をグループで考え発表し、効果的なア
イディアには大きな拍手があがりました。学生たちは大学

では学べない、地域の人とのつながりや文化、津軽弁のあたたかさを感じたようです。

２月６日㈯、B&G海洋センター隣の宝の森広場
で雪灯籠づくりが行われました。参加した子

どもたちは、赤や青などオリジナルのろうそく作り
からスタート。外にでてからは、バケツなどの型に
入れて作った雪のかたまりに穴を開けて灯籠に仕上
げていきました。
　また、雪をブロック状に固め、それを積み上げて
作るイグルーにも挑戦し、完成したイグルーの中で
くつろいでいました。最後はつくったろうそくを設
置し、夕方に点火式を行いました。参加した子ども
たちは「きれい。大変だったけど作ってよかった」
などとやさしい灯火に癒されていました。

中里小学校の２年生29人と保護者７人が、２月24日
㈬、調理室で豆腐づくりを行いました。

　豆腐づくりには、昨年町グリーン・ツーリズムの会「か
けはし」の会員のほ場に植えて、収穫した自分たちの大
豆を使いました。
　ミキサーで豆を細かくくだき、鍋で煮て絞ると豆乳と
おからができ、子どもたちからは「おぉー」という声が
聞こえてきました。にがりを入れると固まって豆腐がで
きあがりました。豆腐が苦手な子も「美味しい。これな
ら食べられる」と話していました。

町の実情を踏まえ積極的な対応を
野上祐一会長が計画案を答申

冬の熱い闘い
ビーチボールバレー大会

練習の成果を披露
こども園こどまりで合奏発表会

アスパラ収穫や地域活性化を考える
法政大学の学生たちが奥津軽フィールドスタディー

幻想的な灯火に癒される
雪灯籠づくり

自分たちの大豆を使って
中里小２年生が豆腐づくり
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中泊町役場　☎57－2111
小　泊　支　所　☎64－2111

問合せ先問
電話番号☎

内線番号内
ホームページHP町からのお知らせ

　国や県の津波浸水予測図を参考に、町独自で25年度に５回、27
年度に３回の検討会を開催し、ようやく津波のハザードマップが完
成しました。検討会には、小泊地域の町内会長や民生委員、学校や
漁協関係者など多くの人にご参加をいただき、紙面を利用して御礼
申し上げます。
　今回の想定では、小泊地域の約６割の人が津波から避難をしなけ
ればならない状況となっております。ハザードマップを毎戸に配布
しましたので、壁に貼り付けるなどして、普段から避難場所を確認
してくださるようお願いします。

「梅沢富美男劇団　中泊町特別公演」
昨年大好評につき、今年も開催決定‼

　昼・夜の部�チケット販売方法
　※注意：３月15日（火）から販売いたします。
　　　　　公演日時など内容については裏表紙チラシをご覧ください。

町内先行販売　◇町民の皆様にチケットを先行販売いたします。

【販売場所】　中泊町農村活性化施設内（アクトプラン事務所）
【販売時間】　午前９時～午後５時
【問合せ先】　㈱アクトプラン　℡ ５７－５７２０

販　売　日 チケット購入の手順

３月15日㈫以降
※窓口販売のみ

○  チケットは、販売場所にて必要枚数の代金と引き換え
になります。

　※電話予約を受付けませんのでご了承ください‼

津波ハザードマップ完成 問  役場総務課消防防災係 内  115
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人
事
院
で
は
国
家
公
務
員
採
用

総
合
職
試
験︵
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
︶及
び
一
般
職
試
験

︵
大
卒
程
度
試
験
︶を
実
施
し
ま
す
。

　

申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

︻�

総
合
職
試
験︵
院
卒
者
試
験
・
大

卒
程
度
試
験
︶︼

■ 

申
込
受
付
期
間
…
４
月
１
日
㈮

９
時
～
４
月
㆒㆒
日
㈪
︹
受
信
有

効
︺

■
第
１
次
試
験
…
５
月
㆓㆓
日
㈰

︻
一
般
職
試
験︵
大
卒
程
度
試
験
︶︼

■ 

申
込
受
付
期
間
…
４
月
８
日
㈮

９
時
～
４
月
㆓₀
日
㈬
︹
受
信
有

効
︺

■
第
１
次
試
験
…
６
月
㆒㆓
日
㈰

　

な
お
、
申
込
方
法
や
受
験
資
格

な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
人
事
院

Ｈ
Ｐ
ま
た
は
問
合
せ
先
へ
お
願
い

し
ま
す
。

　

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

原
則
と
し
て
４
月
１
日
現
在
で
の

自
動
車
登
録
の
住
所︵
車
検
証
に

記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
︶に
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
引
っ
越
し
な
ど

で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
運

輸
支
局
で
住
所
の
「
変
更
登
録
」

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
中
に
変
更
登
録
の
手
続
き

が
で
き
な
い
場
合
は
、
問
合
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
青
森
県
電
子
申
請
・

届
出
シ
ス
テ
ム
」
か
ら
届
け
出
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
日
時

①
大
型
・
中
型
・
普
通
免
許
の
人

　
　

４
月
４
日
～
４
月
７
日

　
　

午
前
８
時
㆕₀
分
～
午
後
６
時

②
大
型
特
殊
免
許
所
有
の
人

　
　

４
月
４
日
、
８
日

　
　

午
前
８
時
㆕₀
分
～
午
後
６
時

■
場
所

　

学
科
…
西
北
労
働
基
準
協
会

　

実
技
… 

五
所
川
原
中
央
青
果
構

内

■ 

受
講
資
格
…
大
型
特
殊
、大
型
・

中
型
・
普
通
免
許
の
所
有
者

■ 

締
切
…
３
月
㆓⓽
日
か
①
②
定
員

各
㆕₀
人
に
達
し
次
第
締
切

※
く
わ
し
く
は
、
問
合
せ
先
ま
で

　

平
成
㆓⓼
年
度
「
北
光
寿
大
学
」

聴
講
生
を
下
記
の
と
お
り
募
集
い

た
し
ま
す
。
知
識
や
教
養
、
健
康

増
進
な
ど
楽
し
く
学
べ
る
学
習
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
男
女
を

問
わ
ず
多
数
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

○
学
習
内
容

・ 

教
養
学
習︵
講
話
・
芸
能
︶、
バ

ス
遠
足
、
野
外
レ
ク
、
室
内
運

動
会
な
ど

・ 

ク
ラ
ブ
活
動︵
手
芸
、コ
ー
ラ
ス
︶

○
募
集
対
象

　

小
泊
地
域
在
住
の
高
齢
者

○
申
込
先
…
各
町
内
世
話
役

・
花
丘
町
︱
長
谷
川
満
子

・
若
葉
町
︱
角
田
ト
キ

・
新
町
︱
久
保
田
松
江

・
派
立
︱ 

澤
田
ア
キ
／
内
海
さ
つ

／
今
京
子

・
上
町
︱
藤
田
千
多
／
柏
崎
幸
江

・
浜
町
︱
伊
藤
洋
子
／
大
石
和
子

・
入
舟
︱ 

葛
西
敏
子
／
佐
藤
ふ
じ

江

・
温
泉
町
︱
柳
沢
祥
子

・
折
戸
︱
浜
野
千
栄
子

・
下
前
上
︱
奈
良
絹
子

・
下
前
中
︱
磯
野
千
夜
子

・
下
前
浜
︱
薮
田
み
ゆ
り

○
申
込
締
切
…
４
月
１
日
㈮

〇 

募
集
対
象
…
中
里
地
域
に
在
住

す
る
満
⓺₀
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、

年
間
を
通
じ
て
学
習
意
欲
の
あ

る
人
。
男
女
不
問
。

〇 

申
込
み
方
法
…
中
央
公
民
館
ま

で
年
会
費
１
０
０
０
円
を
添
え

て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
申
込
期
間

　

３
月
㆓⓹
日
～
４
月
８
日
ま
で

○ 

そ
の
他
興
味
が
あ
る
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
そ
の
都
度
、
募

集
を
い
た
し
ま
す
。

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
４
月
㆒柒

日
㈰
、
市
民
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
個
別
無
料
相
談
を
ね
ぶ
た
の
家

ワ
・
ラ
ッ
セ
で
開
催
し
ま
す
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

時
間
…
㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒柒
時

　

会
場
…
交
流
学
習
室
１
・
２

　

定
員
…
２
０
０
人

　

参
加
費
…
無
料

○
個
別
無
料
相
談

　

時
間
…
㆒叅
時
叅₀
分
～
㆒柒
時

　

会
場
…
交
流
学
習
室
３

　

定
員
…
先
着
順

○ジェネリック医薬品のご紹介
　 　先発医療薬品（これまで使われてきた新薬）の特許が切れた後に、医薬品メーカーが製造・販売する「ジェ

ネリック医薬品（後発医薬品）」は、厚生労働省から「先発医薬品と同じ有効成分を同量含んでおり、（先発医
薬品と）同等の効能や効果が得られる」と認められた医薬品です。先発医薬品に比べて薬の値段が３割～５
割程度安くなる可能性があります。ぜひジェネリック医薬品をご活用ください。なお、ジェネリック医薬品
を希望する場合は、医師や薬剤師にご相談ください。

　※ ジェネリック医薬品を希望する人は、お薬手帳の表紙に貼付箇所がありますので、（役場町民課）より配布
された「ジェネリック医薬品希望シール」をご活用ください。

　　詳しくは、青森県後期高齢者医療広域連合（℡017－721－3821）または問合せ先まで。

○保険料を納期限内に納めましょう
　・保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い保険証（短期被保険者証）が交付されることがあります。
　・ 天災その他特別な事情で保険料を納めることが著しく困難になった場合は、申請により減免などを受けら

れることがありますので、お早めにご相談ください。
　・ 納付書でお支払いの人は，便利で確実な口座振替をご利用ください。口座振替への変更は、問合せ先また

は金融機関で随時受付しております。
　詳しくは問合せ先まで。

国
家
公
務
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試
験
係

問
０
２
２（
２
２
１
）２
０
２
２

☎http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

HP

愛
車
の
住
所
変
更
は

お
忘
れ
な
く

西
北
地
域
県
民
局
県
税
部
納
税
管
理
課

問（
叅㆕
）３
１
４
１

☎http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/top.html

HP

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習
会

㈳
西
北
労
働
基
準
協
会

問（
叅⓹
）６
３
３
６

☎

後期高齢者医療被保険者の皆さまへ
問  役場町民課老保年金係 内  134

「
北
光
寿
大
学
」聴
講
生
募
集

教
育
委
員
会
小
泊
事
務
所

問（
⓺㆕
）２
６
７
９

☎

「
中
里
高
齢
者
教
室
」学
級
生
募
集

中
央
公
民
館

問

（
⓹柒
）２
３
４
１

☎

「
相
続
・
遺
言
の
や
さ
し

い
お
話
し
」
の
お
知
ら
せ

青
森
県
司
法
書
士
会

問
０
１
７（
７
７
６
）８
３
９
８

☎
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　平成28年１月末までの県内の特殊詐欺被害認知件
数は５件（前年同期比±０件）、被害金額は約3,600万
円（前年同期比＋2,600万円）です。
　手口の特徴は次のとおりです。
⃝還付金等詐欺（高齢者の被害が多い）
　① 役場職員などをかたる者から、還付金があるので

今日中にATMに行ってくださいと言われる。
　② ATMにつくと、携帯電話でATM操作方法を指示

される。
　 　最近ではスーパーなどに設置の無人ATMへ誘導

する手口が増えています。
　キーワード：「還付金」＋「ATM」＋「携帯電話」
⃝ サイト閲覧料名目の架空請求詐欺（若い世代の被害
者が多い）

　① メールでサイト閲覧料や登録料が未払いだという
連絡がくる。

　② メールに記載されているところへ連絡を取ると
「裁判になる」や「今なら半額で済む」と言われ、
料金を請求される。

　キ ーワード：「サイトの金が未払い」→「裁判になる」
→「今なら料金が安く済む」

※ 送金方法は、振込の他に、コンビニで販売している
プリペイドカードやギフトカードを為替、その利用
番号を撮影させ写真をメールに添付して送らせたり、
電話で連絡させったりする手口が増えている。

　次の教室を小泊地域で開講します。希望する人はお
申込みください。
■実施期間…４月～９月頃　15回
■受 講 料…１教室　2,000円
■対 象 者…一般
■教室内容

■申込締切…３月24日㈭まで
■ 申込場所… 教育委員会小泊事務所・すくすくしたま

え館まで（申込用紙を備え付けています）

※エクサ＆ヨガ教室は、親子での参加も可（小学３年～中学３年）︿
東
京
都
目
黒
区
﹀

 　

大
山　
　
晃 

様

︿
東
京
都
渋
谷
区
﹀

 　

荻
原　
直
紀 

様

︿
東
京
都
江
東
区
﹀

 　

建
山　
正
貴 

様

︿
東
京
都
渋
谷
区
﹀

 　

芹
生　
　
卓 
様

︿
広
島
県
広
島
市
﹀

 　

沖
田　
元
一 

様

︿
兵
庫
県
神
戸
市
﹀

 　

藤
本　
治
栄 

様

︿
神
奈
川
県
川
崎
市
﹀

 　

出
川　
慎
之 

様

︿
神
奈
川
県
横
須
賀
市
﹀

 　

加
藤　
正
明 

様

○
寄
付
金
額
５
万
円

︿
神
奈
川
県
秦
野
市
﹀

 　

大
川　
　
渉 

様

︿
神
奈
川
県
横
浜
市
﹀

 　

原　
　
勝
哉 

様

︿
東
京
都
足
立
区
﹀

 　

熊
倉　
智
光 

様

︿
兵
庫
県
西
宮
市
﹀

 　

吉
岡　
正
人 

様

○
寄
付
金
額
６
万
円

︿
大
阪
府
高
槻
市
﹀

 　

松
谷　
崇
弘 

様

○
寄
付
金
額
叅₀
万
円

︿
千
葉
県
木
更
津
市
﹀

 　

水
本　
俊
宏 

様

︿
奈
良
県
大
和
高
田
市
﹀

 　

加
用　
宗
忠 

様

○
寄
付
金
額
１
万
円

︿
神
奈
川
県
横
浜
市
﹀

 　

内
田　
正
美 

様

︿
東
京
都
新
宿
区
﹀

 　

尾
形　
　
元 

様

︿
神
奈
川
県
川
崎
市
﹀

 　

林　
　
真
悟 

様

︿
大
阪
府
堺
市
﹀

　

 

大
畑　
圭
一 

様

︿
東
京
都
調
布
市
﹀

 　

田
知
本　
寛 

様

︿
東
京
都
世
田
谷
区
﹀

 　

成
田　
時
信 

様

︿
神
奈
川
県
横
浜
市
﹀

 　

佐
々
木　
茂 

様

　

日
頃
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
を
ご
利
用
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
４
月
１
日
～
５
月
叅㆒

日
の
間
、
改
修
工
事
を
行
う
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
勝
手
な
が
ら
休

業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用

者
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

６
月
以
降
の
予
約
に
関
し
て
は
問

合
せ
先
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

２月号の訂正とお詫び
　広報なかどまり２月号６ページのどんと焼きの
記事で「弘法寺三浦副住職」と記載しましたが、
正しくは「妙法寺山田副住職」です。
　ご本人はじめ関係者のみなさんに大変ご迷惑を
おかけしました。お詫びし、訂正させていただき
ます。
 〈広報係〉

３
月
❸❶
日
は

役
場
税
務
課
課
税
係

１
４
４
〜
１
４
６　

問内

国
民
健
康
保
険
税 

９
期

 

の
納
期
限
で
す
。

 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※ 

口
座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
人

の
引
き
落
と
し
日
は
３
月
❷❺

日
㈮
で
す
。
残
高
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※ 

町
税
の
納
付
は
便
利
で
安
全

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　県男子・婦人既製服製造業最低工賃が、４月１日
より改正されます。改正のポイントは次のとおりです。
　工賃額については、すべての品目、工程（男子既
製服２品目25工程、婦人既製服５品目36工程）に
おいて、それぞれ１円～８円引き上げられます。
　詳しくは、ホームページをご覧ください。

教 室 名 開講日時 講　　師
洋 裁 教 室 火曜日午前９時～ 成田ひで子（下前中）

和 裁 教 室 金曜日午前９時～ 成田リキ子（下前上）

教 室 名 開講日時 講　　師
パッチワーク教室 木曜日午前9時30分～ 成田やよゑ（下前上）

手 芸 教 室 木曜日午前9時30分～ 鈴木　梅子（温泉町）

英 会 話 教 室 火曜日午後７時～ ジェームス・ヘイズ（花丘町）

華 道 教 室 木曜日午後2時～4時
木曜日午後7時～9時 加藤かつ（小泊派立）

陶 芸 教 室 火曜日午後１時～ 小山内文明（十三）

エクサ＆ヨガ教室 水曜日午後７時～ 成田　寿子（木造）

特殊詐欺被害のお知らせ
問  五所川原警察署　☎  （35）2141

県男子・婦人既製服製造業
最低工賃改正のお知らせ
問  青森労働局労働基準部賃金室 ☎  017（734）4114
HP http://aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

小泊地域公民館教室受講生募集
問  教育委員会小泊事務所　☎  （64）2679

すくすくしたまえ館

日本海漁火センター

ふ
る
さ
と
納
税

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
か
ら

休
業
の
お
知
ら
せ

役
場
農
政
課
林
務
畜
産
係

問

１
５
３

内
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図書館 情 報

火事・救急・救助は119番／五消本部病院照会 ☎34－4999／中里消防署 ☎57－2370／小泊消防署 ☎64－2375

１
１
９ 

－

消
防
＆
救
急

－

○ テーマ「表紙で読書」
　　 一目惚れから始まる、物語の世界へ。インパク

トのある表紙やタイトルの本を集めました。

『倒れるときは前のめり』 有川　　浩　KADOKAWA
『天　才』 石原慎太郎　幻 冬 舎
『つまをめとらば』 青山　文平　文藝春秋
『業物語』 西尾　維新　講 談 社
『103歳、ひとりで生きる作法』 篠田　桃紅　幻 冬 舎

児童コーナー特設展示テーマ
「絵本屋さん大賞　2015」

　全国の絵本専門店・書店の児童書売り場担当者が
選んだ、その年に最も支持された絵本30冊。全作
品を展示します。個性豊かで質の高い傑作ぞろいです。
期間…３月１日～５月１日

ミニおはなし会＆季節の折り紙
　30分程度です。どなたでもご参加できます。時
間まで図書館にお集まりください。
日時…３月19日㈯ 午後２時～

なんでも行政相談
日　時…３月15日㈫ 午前９時～㆒㆓時
場　所…中央公民館
行政相談委員…秋 元 武 弘、藪田由比子
※ 行政相談は、住民から寄せられた苦情や意見・

要望を、住民と関係行政機関との間に立って、
公正・中立な立場から必要なあっせんを行い、
その解決や実現の促進を図ります。

◆�

冬
の
企
画
展﹁
キ
ル
ト
の
仲
間
た

ち
作
品
展
︱
か
ぞ
く
の
く
ら
し
︱
﹂

開
催
中
！

日
時
…
３
月
1⓽
日
㈯
ま
で
、
午
前
９

時
～
午
後
４
時
㆕⓹
分︵
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
︶／
休
館
日
…
毎
週
月

曜
・
第
４
木
曜･

祝
日
／
入
館
料
…  

無
料︵
た
だ
し
常
設
展
は
通
常
料
金
︶

◆
中
泊
力
士
列
伝
４

朝あ
さ

太お
お

田た

　
誠　

昭
和
㆕⓺
年
生
ま
れ
。

小
泊
出
身
の
大
相
撲
力
士
。
本
名
太

田
誠
。
小
泊
小
学
校
時
代
か
ら
相
撲

を
始
め
、
五
所
川
原
農
林
高
校
時
代

は
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍

し
た
。
高
校
卒
業
と
同
時
に
若
松
部

屋︵
現
高た

か

砂さ
ご

親
方
、
元
大
関
朝あ

さ

潮し
お

︶に

入
門
、
平
成
二
年︵
一
九
九
〇
︶初
土

俵
を
踏
ん
だ
。
翌
年
序
ノ
口
優
勝
を

皮
切
り
に
、
勝
ち
越
し
を
続
け
一
気

に
幕
下
ま
で
番
付
を
上
げ
「
朝あ

さ

乃の

涛な
み

」
を
名
乗
っ
た
。

　

幕
下
上
位
で
や
や
苦
労
し
た
が
、

平
成
五
年︵
一
九
九
三
︶同
部
屋
の
朝あ

さ

乃の

若わ
か︵
現
若
松
親
方
︶と
共
に
十
両
昇

進
を
果
た
し
た
。
速
攻
の
四
つ
相
撲

を
得
意
と
し
た
が
、
た
び
た
び
の
怪

我
に
泣
き
、
平
成
七
年
「
朝
太
田
」

に
改
名
す
る
も
、
平
成
一
一
年︵
一

九
九
九
︶現
役
を
引
退
し
た
。
身
長

一
八
七
㎝
、
体
重
一
四
〇
㎏
。

宮み
や

卜
川が

わ

　
繁　

ア
マ
チ
ュ
ア
相
撲
力

士
。
本
名
古こ

が
わ
し
げ
る

川
繁
。
大
正
九
年︵
一

九
二
〇
︶中
里
村
宮
川
生
ま
れ
。
昭

和
二
四
年︵
一
九
四
九
︶弘
前
公
園
で

開
催
さ
れ
た
県
下
人
力
大
会
で
一
石

一
斗︵
約
一
六
五
㎏
︶を
担
ぎ
あ
げ
て

見
事
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
。
昭
和
二

七
年︵
一
九
五
二
︶弘
前
公
園
で
開
催

さ
れ
た
県
下
消
防
団
対
抗
相
撲
大
会

で
は
、
敦
賀
忠
春
・
今
喜
代
一
・
坂

田
勝
男
と
と
も
に
団
体
優
勝
を
果
た

し
た
。
こ
の
と
き
の
団
長
は
毛
内
良

太
郎
、
監
督
は
第
一
分
団
長
古
川
粕

太
郎
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鬼
の
里
七

五
郎
に
次
い
で
、
宮
野
沢
集
落
の
四

三
貫
の
力
石︵
一
六
一
㎏
︶の
担
ぎ
上

げ
に
成
功
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

不ふ

動ど
う

个
滝た

き

　
角
次
郎　

草
相
撲
力
士
。

本
名
鎌
田
角
次
郎
。
嘉
永
４︵
一
八

五
一
︶薄
市
村
生
ま
れ
。
米
三
俵
を

楽
に
担
い
だ
と
い
う
。
当
時
盛
ん
だ

っ
た
草
相
撲
で
は
「
不
動
ヶ
滝
」
の

四
股
名
で
活
躍
し
た
。

　

あ
る
時
、
他
村
の
祭
礼
に
出
か
け
、

早
速
相
撲
に
出
場
す
る
も
、
取
組
中

相
手
に
肩
に
喰
い
つ
か
れ
て
負
傷
、

治
っ
た
後
の
傷
痕
は
ひ
ど
い
有
様
だ

っ
た
と
い
う
。

　

三
月
に
入
り
、
気
温
も
多
少
暖

か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い

ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
叅⓼

度
以
上
の
高
熱
・
頭
痛
・
関
節
痛

な
ど
の
全
身
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、

重
症
化
す
る
と
気
管
支
炎
や
肺
炎

な
ど
が
合
併
す
る
恐
れ
も
あ
り
ま

す
。
体
の
調
子
が
悪
い
と
思
っ
た

ら
、
す
ぐ
に
病
院
で
受
診
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
次
の
よ

う
な
予
防
対
策
が
あ
り
ま
す
。

① 

病
院
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
。

②
な
る
べ
く
人
混
み
を
避
け
る
。

③ 

外
出
時
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、

帰
宅
後
は
し
っ
か
り
と
手
洗

い
・
う
が
い
を
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
に
気
を
つ
け
る
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
だ
け
で
な
く
、

風
邪
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
実
施
す
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
冬
の
時
期
は
空
気
が
乾

燥
し
ま
す
。
加
湿
器
を
使
用
し
、

乾
燥
を
避
け
る
事
も
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
風
邪
の
予
防
に
つ
な
が
り

ま
す
。
し
っ
か
り
予
防
し
て
毎
日

元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
2柒
年
４
月
に
採
用
さ
れ
、

平
成
2柒
年
1₀
月
に
青
森
県
消
防
学

校
の
初
任
科
教
育
を
修
了
し
た
新

人
消
防
士
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在

は
、
中
里
消
防
署
に
配
属
さ
れ
、

日
々
訓
練
を
重
ね
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

☆
抱
負

　

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
中
泊
町

に
貢
献
出
来
る
よ
う
に
、
自
分
の

仕
事
に
責
任
を
持
ち
、
日
々
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　１月28日㈭、青森市のウェディングプラザアラ
スカで当町の中泊活ハマクラブの小林寿伸代表が漁
港漁場整備事業研修会に出席し、小泊地域の現状か
らクラブの結成経緯や活動状況、今後の目標につい
て説明しました。参加者からは、メバルの網外し体
験についての質問がでるなど盛り上がっていました。
　小林代表は「小泊地域の活性化についてもう一度
原点に返り考え、活動につなげていきたい」と意気
込んでいました。

　町教育委員会が１月31日㈰、総合文化センター
パルナスで家庭教育講演会を開催しました。講演会
は家庭教育カウンセラーの内田鈴子氏の「見つめな
おそう家庭の力」と題した講演が行われました。
　受講者らは「子どもの話をまず聞くことが大事だ
と気づいた。参加してよかった」と話していました。

　町教育委員会が１月31日㈰、総合文化センター
パルナスでいぃなかどまり会と中泊活ハマクラブの
研修会を開催しました。研修会は、つるた街プロジ
ェクトの岡詩子さんを講師に、今後の活動について
の意見交換を行いました。参加者からは活発な意見
や質問がでていました。いぃなかどまり会代表の成
田道史さんは「今後も研修などを重ね、町を元気に
盛り上げていきたい」と意気込んでいました。

　町社会福祉協議会

中 里 地 域 小 泊 地 域

３月㆓叅日　葛西嘉四次、秋 元 武 弘

４月９日　塚 本 初 子、古 川 節 子

３月㆒⓺日　長内ヱツ子

　　　　　竹 谷 利 男

相談場所　役場相談室　　　　
相談時間　午前９時～正午　　

相談場所 日本海漁火センター
相談時間 午前９時～正午　　

今月のMiniコレクション

新 刊 情 報  [ 一 般 ]

こ
の
人
紹
介

VOL.54

【
☎
⓺⓽－

１
１
１
１
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う
！

活ハマクラブの取組発表

見つめなおそう家庭の力町活性化めざして研修会

伏
ふし
見
み
　　鴻

こう
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害
の
一
つ
で
す
。
周
囲
と
の
関
係

性
に
悩
ん
だ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を

感
じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
…
寝
酒
は

睡
眠
導
入
効
果
が
あ
っ
て
も
、
眠

り
を
浅
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
習

慣
化
に
よ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
へ
の

耐
性
が
で
き
酒
量
が
増
え
て
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
に
つ
な
が
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
酔
っ
て
る

間
は
気
分
が
和
ら
い
で
も
、
酔
い

が
覚
め
る
と
一
層
沈
ん
だ
気
持
ち

に
な
り
、
ま
た
飲
酒
を
し
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る

て
、
う
つ
病
を
併
発
す
る
こ
と
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル
コ
ー

ル
は
思
考
の
幅
を
狭
め
る
の
で
、

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
考
え
事
を
す

る
の
は
危
険
で
す
。

　

身
近
な
人
が
で
き
る
こ
と

＊�

﹁
ど
う
し
た
の
？
﹂
と
声
を
か

け
て
み
ま
し
ょ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
は
本
人
が
気
づ

か
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
、
周
囲

の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。
悩
み
を

話
し
て
く
れ
た
と
き
は
、
一
方
的

に
指
摘
し
な
い
で
、
相
手
の
話
に

耳
を
傾
け
、
相
手
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

＊�

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ

う
に
促
し
ま
し
ょ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
経
済
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
時
に
は
、
相
談

機
関
や
医
療
機
関
へ
相
談
し
ま
し

ょ
う
。
乗
り
越
え
る
ま
で
焦
ら
ず

に
見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
自
身
が
出
来
る
こ
と

＊
誰
か
に
話
し
て
み
よ
う

　

悩
み
や
ス
ト
レ
ス
、
眠
れ
な
い

…
そ
ん
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

思
い
を
打
ち
明
け
て
ホ
ッ
と
し
た

り
、
自
分
一
人
で
は
気
づ
か
な
い

問
題
点
を
見
つ
け
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

朝
ご
飯
、
き
ち
ん
と
食
べ
て
い

ま
す
か
？　

健
診
な
ど
で
朝
食
に

つ
い
て
伺
う
と
「
食
べ
な
い
こ
と

が
習
慣
に
な
っ
て
い
る
」「
食
事

は
一
日
二
回
」
と
い
う
声
を
度
々

耳
に
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
脳
は
、
ブ
ド
ウ
糖
を

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
使
っ
て
い

ま
す
。
ご
飯
な
ど
の
主
食
に
は
、

ブ
ド
ウ
糖
が
多
く
含
ま
れ
、
午
前

中
の
勉
強
や
仕
事
へ
の
集
中
力
を

高
め
ま
す
。
朝
食
は
、
一
日
を
活

動
的
に
い
き
い
き
と
過
ご
す
た
め

の
大
事
な
ス
イ
ッ
チ
で
す
。

　

ま
た
朝
食
を
し
っ
か
り
摂
る
た

め
に
は
、
一
日
の
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
夕
食

が
遅
く
な
っ
た
り
、
就
寝
が
遅
く

な
る
と
、
起
床
時
間
に
影
響
し
、

朝
食
を
抜
い
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

空
腹
は
、
感
情
や
活
動
能
力
を
不

安
定
に
さ
せ
ま
す
。
健
や
か
な
か

ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
た
め
に
は
、
一

日
の
生
活
リ
ズ
ム
や
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

毎
月
㆒⓽
日
は
食
育
の
日
。「
早
寝
、

早
起
き
、
朝
ご
は
ん
‼
」
で
健
や

か
な
か
ら
だ
づ
く
り
。
家
族
み
ん

な
で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
健
康
問
題︵
病
気
や
障
害
︶」「
経

済
・
生
活
問
題︵
失
業
・
多
重
債

務
︶」「
家
庭
問
題︵
介
護
疲
れ
︶」

な
ど
の
要
因
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

ま
た
自
殺
し
た
人
の
多
く
は
、
何

ら
か
の
こ
こ
ろ
の
病
気
が
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の

病
気
は
自
殺
の
大
き
な
原
因
で
す
。

病
気
に
早
く
気
づ
き
、
治
療
を
受

け
、
周
囲
が
理
解
す
る
こ
と
で
、

状
況
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

❖
正
し
く
理
解
し
よ
う

　

こ
こ
ろ
の
病
気
・
発
達
障
害

●
う
つ
病
…
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ

り
、
好
き
な
こ
と
に
関
心
が
持
て

な
く
な
る
、
眠
れ
な
い
、
食
欲
が

わ
か
な
い
、
自
分
を
責
め
る
な
ど

の
症
状
が
続
き
日
常
生
活
に
影
響

し
ま
す
。
休
養
だ
け
で
は
治
り
ま

せ
ん
。
早
期
の
治
療
が
大
切
で
す
。

●
統
合
失
調
症
…
気
持
ち
や
考
え

が
ま
と
ま
ら
な
い
状
態
が
続
き
、

実
際
に
は
な
い
も
の
が
見
え
た
り
、

聞
こ
え
た
り
し
ま
す
。
意
欲
が
全

く
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
…
こ
だ

わ
り
が
強
く
周
囲
に
合
わ
せ
る
の

が
苦
手
、
言
葉
通
り
に
受
け
と
っ

て
会
話
に
支
障
を
き
た
す
な
ど
の

社
会
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
問
題
、
感
情
を
く
み
取
る
の
が

苦
手
と
い
う
特
徴
が
あ
る
脳
の
障

　

警
視
庁
の
報
告
で
は
、
平
成
㆓⓺

年
に
自
殺
し
た
人
は
2
万
５
４
２

７
人
。
平
成
㆒₀
年
以
降
３
万
人
を

超
え
て
い
た
の
が
、
平
成
㆓㆓
年
以

降
徐
々
に
減
少
し
、
３
万
人
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で

若
年
者
の
自
殺
者
数
は
横
ば
い
状

態
で
す
。
青
森
県
も
減
少
傾
向
が

み
ら
れ
、
平
成
㆓⓺
年
の
順
位
は
過

去
6
年
間
で
最
も
低
い
㆒㆓
位
と
な

り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
全
国

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

❖
自
殺
の
背
景

　

自
殺
は
、
個
人
の
意
思
や
選
択

と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際
は
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16 水

17 木 乳児健診（中里保健センター）

18 金 小泊小学校卒業式

19 土 中里地区小学校卒業式

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金 管内小・中学校修了式

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水 10：00～12：00 こころの相談日（中里保健センター）

31 木

3　月

1 金

2 土

3 日 中泊町うそ八百ほら吹き大会

4 月

5 火

6 水

7 木 管内小・中学校入学式・始業式

8 金 10：00～ 高齢者教室（中央公民館）

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

4　月
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︵
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︵
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︶
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野　

穂
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︵
新
町
1
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松　

一
二
三 

⓼⓽ 

︵
田
茂
木
︶

髙　

松　

義　

市 

⓼₀ 

︵
田
茂
木
︶

中里 ☎（⓹柒）3920
小泊 ☎（⓺㆕）3748

︵
１
月
届
出
分
︶

１月末現在（前月比）

人　口 11,893人（－1⓽）
　男　 5,614人（－８）
　女　 6,279人（－11）
世帯数 5,132（－1₀）
出生　５  ／  死亡　2⓽
転入　22  ／  転出　1柒

人のうごき

（（（（（（（（
眠れない、つらい…

・中里保健センター ℡57-3920
・小泊保健センター ℡64-3748
・五所川原保健所 ℡0173-34-2108
・県立精神保健福祉センター ℡017-787-3957

こころの電話 　または 3958
・NPO法人いのちの電話 ℡0172-33-7830

子どものこと
・五所川原児童相談所 ℡0120-75-6552

多重債務など
・青森県司法書会総合相談センター ℡0120-940-230

DVや離婚、セクハラなど
・青森県女性相談所 ℡017-781-2000

心の健康相談窓口

保健センター

こころの相談日

3月30日（水）

ご利用ください

い
の
ち
の
大
切
さ
を

考
え
よ
う

〜
3
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
〜

青森県の自殺の状況
（県人口動態統計より）

大
切
な
い
の
ち
を
守
る
た
め
に

早
寝
、早
起
き
、朝
ご
は
ん
！

で
元
気
な
か
ら
だ

︵
11
月
届
出
分
︶

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

戸
籍
の
窓
口

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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